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１ ． が ん の 予 防 、 治 療 及 び 撲 滅 の た め に 必 要 な 各 種 の 研 究 ・ 調 査 事 業 （ 定 款 第 4条 3号 ）  

 

 (1) 予 防 、 治 療 等 に 関 す る 研 究  

 

ア  肺 が ん の 予 防 ・ 早 期 発 見 に 関 す る 研 究  

ａ . AI画 像 技 術 に よ る 肺 結 節 の 質 的 診 断 （ 継 続 ）  

富 士 フ ィ ル ム と 本 学 の 共 同 研 究 で 、 陰 影 の 性 状 の 特 徴 所 見 を 把 握 、 解 析 す る A

Iを 搭 載 し た シ ナ プ ス ビ ン セ ン ト シ ス テ ム を 開 発 し た 。 本 シ ス テ ム で は 、 CT上

の 肺 結 節 を A Iが 自 動 で 同 定 し 、 す り ガ ラ ス 成 分 、 充 実 成 分 の 画 像 解 析 を 行 い 、

測 定 者 間 の 誤 差 の な い 客 観 的 な 体 積 ・ 割 合 の 算 出 が 可 能 で あ る 。  

腫 瘍 径 2cm以 下 の 肺 癌 切 除 例 157例 を 対 象 に 、 本 シ ス テ ム に よ り 自 動 解 析 し た

因 子 の う ち 、 充 実 成 分 体 積 が 独 立 し た 予 後 不 良 因 子 と な り 、 本 シ ス テ ム の 臨

床 応 用 へ の 可 能 性 を 報 告 し た 。  

 

ｂ . Liquid biopsy に よ る 肺 が ん の 早 期 発 見 シ ス テ ム の 開 発 （ 継 続 ）  

肺 が ん で は 、 抗 が ん 剤 治 療 を 選 択 す る た め に 遺 伝 子 変 異 検 査 が 必 須 と な っ て

い る 。 従 来 は 組 織 検 査 が 必 要 で あ っ た が 、 よ り 簡 便 に 調 べ る 方 法 を 検 討 し た 。  

分 子 病 理 学 分 野 と の 共 同 研 究 に よ り 、 肺 癌 11例 、 健 常 者 3例 の 血 漿 検 体 か ら エ

ク ソ ソ ー ム を 回 収 し 、 miRNAを 抽 出 し た 。 エ ク ソ ソ ー ム miRNAの 網 羅 的 解 析 を

行 い 、 肺 癌 と 健 常 者 に お け る miRNAの 発 現 パ タ ー ン の 違 い を 同 定 し た 。  

続 い て 、 167症 例 の 肺 癌 お よ び 健 常 者 の サ ン プ ル か ら 候 補 エ ク ソ ソ ー ム miRNA

の 発 現 解 析 を 行 な っ た 。 エ ク ソ ソ ー ム miR-34aは 肺 腺 癌 お よ び 肺 扁 平 上 皮 癌 に 、

エ ク ソ ソ ー ム miR-163bは 肺 腺 癌 に お い て 、 有 意 に 低 値 を 示 し て い る こ と を 報

告 し た 。  

 

  ｃ ． 肺 癌 骨 転 移 の 早 期 発 見 を 目 指 し た バ イ オ マ ー カ ー 研 究  

進 行 ・ 再 発 肺 癌 に お い て 、 骨 転 移 は 比 較 的 頻 度 の 高 い 転 移 部 位 の 一 つ で あ る 。

骨 折 や 疼 痛 な ど で 発 見 さ れ 、 パ フ ォ ー マ ン ス ス テ ー タ ス 低 下 の た め 、 適 切 な

治 療 機 会 を 得 ら れ な い こ と も あ り 得 る 。 肺 癌 骨 転 移 に 特 異 的 な バ イ オ マ ー カ

ー は 未 だ 解 明 さ れ て い な い た め 、 そ の 探 索 を 目 的 と し て 、 肺 癌 細 胞 株 を 用 い

た 動 物 実 験 、 臨 床 検 体 を 用 い た 研 究 を 進 め て い る 。  

動 物 実 験 は 、 肺 癌 骨 転 移 モ デ ル マ ウ ス を 作 製 し 、 骨 転 移 細 胞 か ら 抽 出 し た エ

ク ソ ソ ー ム の 候 補 と な る バ イ オ マ ー カ ー の 探 索 を 進 め て い る 。 ま た 臨 床 検 体

に よ る 研 究 は 、 肺 癌 骨 転 移 の 診 断 を 受 け て い る 症 例 か ら 血 液 検 体 を 回 収 し 、

エ ク ソ ソ ー ム の 抽 出 お よ び マ ー カ ー の 同 定 を 検 討 し て い く 予 定 で あ る 。  

 

  イ  肺 が ん の 治 療 に 関 す る 研 究   

ａ ． 低 侵 襲 治 療 法 の 開 発  

①  VR・ AR・ MRを 用 い た 低 侵 襲 肺 癌 手 術 に 関 す る 臨 床 研 究  

小 型 肺 癌 に 対 し て 胸 腔 鏡 を は じ め と し た 低 侵 襲 手 術 が 行 わ れ る よ う に な り 、

正 確 な 腫 瘍 位 置 の 同 定 や 肺 区 域 切 除 時 の 区 域 間 同 定 は 、 計 画 通 り の 手 術 を 遂

行 す る 上 で 重 要 で あ る 。 VR(virtual reality)・ AR(augmented reality)・ MR

(mixed reality)の 技 術 を 用 い て 、 手 術 室 で 術 野 や 胸 腔 鏡 の モ ニ タ ー 上 に ３ D

肺 モ デ ル を 自 由 に 重 ね 合 わ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 肺 区 域 切 除 術 も し く は 肺

部 分 切 除 術 を 予 定 し た 症 例 に 対 し て 、 腫 瘍 位 置 お よ び 区 域 間 の マ ー キ ン グ の

有 用 性 を 検 証 し て い る 。 現 在 、 症 例 集 積 中 で あ る 。  

 

②  AI画 像 技 術 に よ る 肺 が ん の 縮 小 手 術 適 応 症 例 の 選 別 （ 継 続 ）  

AIを 装 備 し た シ ナ プ ス ビ ン セ ン ト シ ス テ ム や PET-CTで 得 ら れ る 諸 因 子 を 解 析

す る こ と に よ り 、 同 一 病 期 で も 症 例 個 々 で は 悪 性 度 が 異 な る こ と を 評 価 し て

い る 。 早 期 か つ 低 悪 性 度 の 症 例 を 選 別 し 、 縮 小 手 術 の 新 た な 適 応 基 準 を 作 成

す べ く 症 例 を 集 積 し て い る 。  

 

③  ロ ボ ッ ト 支 援 に よ る 肺 が ん 手 術 の 臨 床 研 究 （ 継 続 ）  

肺 癌 に 対 す る ロ ボ ッ ト 支 援 手 術 は 保 険 収 載 さ れ る に 至 っ た が 、 手 術 所 見 、 術

後 経 過 な ど の 臨 床 情 報 を 前 向 き で 登 録 す る こ と が 要 求 さ れ て お り 、 登 録研究
の 一 環 と な っ て い る 。 ロ ボ ッ ト 手 術 に 基 づ く 遠 隔 手 術 の 研 究 班 に 属 し て 、 実

用 化 に 向 け 研 究 中 で あ る 。  
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ｂ ． 肺 が ん の 集 学 的 治 療 に 関 す る 研 究  

①  ゲ ノ ム 医 療 の 臨 床 応 用 （ 継 続 ）  

非 小 細 胞 肺 癌 で は 、 新 た な 遺 伝 子 異 常 を 検 査 す る オ ン コ マ イ ン が 開 発 さ れ 、

一 度 に EGFR遺 伝 子 変 異 ,ALK融 合 遺 伝 子 ,Ros-1融 合 遺 伝 子 ,BRAFな ど を 同 時 に 評

価 す る こ と が 可 能 と な り 、 臨 床 応 用 さ れ て い る 。 外 科 的 切 除 術 後 の 再 発 肺 癌

に 対 し て オ ン コ マ イ ン CDxを 用 い た 網 羅 的 な 46遺 伝 子 の 変 異 ・ 融 合 遺 伝 子 解 析

を 行 い 、 コ ン パ ニ オ ン 診 断 だ け で な く そ れ 以 外 の 遺 伝 子 異 常 の 情 報 も 得 る こ

と が 可 能 と な っ て い る 。 新 し く KRASG12C変 異 に 対 す る 薬 剤 が 開 発 さ れ た 。 デ

ー タ ベ ー ス よ り 7例 に 同 変 異 を 認 め て い た 。 今 ま で は 治 療 対 象 と な る 変 異 で は

な か っ た が 、 今 後 、 経 過 に よ っ て 新 し い 薬 剤 が 使 用 さ れ る こ と に な る 。 今 後

も 今 ま で に 治 療 対 象 と な っ て い な か っ た 変 異 に 対 し て 新 し い 薬 剤 が 開 発 さ れ

る こ と が 期 待 さ れ る 。  

 

②  免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 剤 の 効 果 予 測 因 子 の 研 究 （ 継 続 ）  
   肺 癌 患 者 血 清 由 来 エ ク ソ ソ ー ム 中 の PD-L1発 現 が 免 疫 治 療 効 果 と 有 意 に 相

関 す る こ と を 報 告 し た 。 今 後 は イ メ ー ジ ン グ バ イ オ マ ー カ ー と し て PET/CTに

お け る 糖 代 謝 因 子 と 血 清 由 来 エ ク ソ ソ ー ム 中 PD-L1及 び 腫 瘍 PD-L1発 現 と の 関

係 を 調 べ 、 免 疫 治 療 効 果 予 測 、 耐 性 化 機 序 に ま で 及 び 分 子 生 物 学 的 検 討 を 行

う 臨 床 試 験 を 開 始 し た 。  

 

③  免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 剤 の 術 前 導 入 療 法 、 術 後 補 助 療 法 の 治 験 参 加  

（ 継 続 ）  

 リ ン パ 節 転 移 陽 性 あ る い は 大 型 の 非 小 細 胞 肺 癌 症 例 に 対 し て 、 抗 癌 剤 と 免 疫 チ

ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 剤 の 併 用 あ る い は 免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 剤 単 独 に よ る

術 前 導 入 療 法 を 行 っ て か ら 手 術 を 施 行 す る 治 験 、 あ る い は 進 行 肺 癌 の 術 後 に 免

疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 剤 を 補 助 療 法 と し て 使 用 す る 治 験 に 参 加 し て い る 。  

 

 ④  分 子 標 的 治 療 薬 を 用 い た 術 前 導 入 療 法 の 治 験 参 加  

ド ラ イ バ ー 遺 伝 子 変 異 陽 性 の 肺 癌 症 例 を 対 象 と し て 、 分 子 標 的 治 療 薬 を 用 い

た 術 前 導 入 療 法 を 行 っ て か ら 手 術 を 施 行 す る 治 験 、 あ る い は 進 行 肺 癌 の 術 後

に 補 助 療 法 と し て 使 用 す る 治 験 に 参 加 し て い る 。  

  

 ⑤  肺 癌 術 後 オ リ ゴ 転 移 再 発 に 対 す る 局 所 治 療 の 有 効 性 を 検 証 す る た め の 多 施 設

共 同 第 III相 試 験  

JCOG2108試 験 で 、 現 在 プ ロ ト コ ー ル 作 成 中 。 今 月 中 に 一 次 審 査 が 終 了 予 定 で

あ り 、 今 年 中 に 登 録 開 始 を 予 定 し て い る 。  

     

 ⑥  肺 扁 平 上 皮 癌 に 対 す る 免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 剤 の 効 果 予 測 因 子 に 関 す る

AI病 理 解 析  

 肺 扁 平 上 皮 癌 の HEス ラ イ ド を 用 い て 、 人 工 知 能 （ AI） 解 析 に よ る 細 胞 核 形 態

解 析 を 行 っ た 。 症 例 は 術 後 再 発 症 例 と IV期 症 例 を 集 積 し 、 検 証 群 と 解 析 群 に

分 け て 解 析 し た 。 効 果 予 測 に 関 し て は 、 免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 薬 （ ICI）

効 果 あ り 群 (CR/PR/6か 月 以 上 SD)/効 果 な し 群 (6か 月 以 内 SD/PD)に 分 類 し た 。

ま ず 検 証 群 に お い て 、 16例 (術 後 再 発 症 例 )で 合 計 476個 の ROI(総 細 胞 核 個 数 31

9763個 )を 抽 出 し 、 ICI効 果 あ り 群 /効 果 な し 群 の 分 離 精 度 は ROI単 位 で 100%で

あ っ た 。 次 に 、 解 析 群 18例 (IV期 症 例 )で 合 計 102個 の ROI(総 細 胞 核 個 数 59478

個 )を 抽 出 し 、 そ の 分 離 精 度 は ROI単 位 で 49.0%、 症 例 単 位 で 50.0%で あ っ た 。

精 度 が 低 い 原 因 と し て 、 手 術 検 体 と 生 検 検 体 で 細 胞 核 の 特 徴 量 が 異 な っ て い

た こ と が 考 え ら れ た 。 現 在 、 術 後 再 発 症 例 の さ ら な る 集 積 を 行 い 、 今 後 再 検

証 を 行 う 予 定 で あ る 。  

 

ｃ . 肺 が ん の 個 別 化 医 療 の 研 究  

①   PET-CTを 用 い た 肺 が ん の 個 別 化 治 療 法 の 探 索 （ 継 続 ）  

P E T -C T検 査 で の 腫 瘍 の S U Vm a x値 が 予 後 と 強 い 相 関 が あ る こ と を 明 ら か に し た 。

広 島 大 学 、 神 奈 川 県 が ん セ ン タ ー と の 多 施 設 共 同 研 究 で 現 在 ま で 3000例 程 度

の 症 例 集 積 が あ る 。 画 像 の AI診 断 と 併 用 す る こ と に よ り 、 症 例 個 々 の 悪 性 度

評 価 が 可 能 で あ る こ と を 明 ら か に し た 。 MTV, TLGな ど SUVmax以 外 の 指 標 が 肺
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癌 術 後 補 助 療 法 の 効 果 予 測 因 子 と な り 得 る こ と も 上 記 施 設 と の 共 同 研 究 で 立

証 し た 。  

 

②   ゲ ノ ム 解 析 に よ る が ん の 質 的 評 価 と 薬 剤 選 択 に 関 す る 研 究 （ 継 続 ）  

完 全 切 除 さ れ た stage II-IIIの 非 小 細 胞 非 扁 平 上 皮 癌 症 例 を 対 象 に 行 わ れ た

術 後 化 学 療 法 の 有 効 性 を 検 証 す る 臨 床 試 験 (JIPANG試 験 )で は 、 シ ス プ ラ チ ン

＋ ペ メ ト レ キ セ ド の 標 準 治 療 で あ る シ ス プ ラ チ ン ＋ ビ ノ レ ル ビ ン に 対 す る 非

劣 勢 が 証 明 さ れ た 。 当 院 も 本 研 究 に 協 力 し 、 今 回 、 そ の 予 後 因 子 を 解 析 す る

共 同 研 究 が 行 わ れ た 。 手 術 で 切 除 さ れ た 検 体 を 用 い て 、 389症 例 で シ ー ク エ ン

ス 解 析 が 行 わ れ 、 409遺 伝 子 が 解 析 さ れ た 。 EGFR遺 伝 子 変 異 を 認 め る 症 例 が 有

意 に 再 発 が 早 い こ と が 示 さ れ た 。 一 方 で 、 p53変 異 や kras変 異 で は 、 変 異 の 有

無 で 再 発 は 変 わ ら な か っ た 。 多 変 量 解 析 の 結 果 で は 、 病 理 病 期 お よ び EGFR遺

伝 子 変 異 結 果 が 予 後 不 良 因 子 と な っ た 。  

 

③   免 疫 学 的 治 療 の バ イ オ マ ー カ ー の 研 究 （ 継 続 ）  

免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 薬 の 進 歩 に よ り 肺 癌 に 対 す る 治 療 戦 略 は 大 き く 変

化 を 認 め て い る 。 臨 床 検 体 を 用 い て 肺 癌 原 発 巣 と 遠 隔 転 移 巣 に お け る 免 疫 担

当 細 胞 や 免 疫 関 連 遺 伝 子 発 現 レ ベ ル の 違 い に 着 目 し て 、 肺 癌 術 後 遠 隔 転 移 再

発 巣 に 対 す る 免 疫 学 的 治 療 の 効 果 予 測 バ イ オ マ ー カ ー の 探 索 を 行 っ た 。  

肺 癌 術 後 再 発 を 認 め た 48例 を 対 象 に 、 免 疫 応 答 細 胞 に 関 係 す る 遺 伝 子 発 現 解

析 を 実 施 し た 。 現 在 、 免 疫 学 的 治 療 の 効 果 予 測 に 関 連 す る 遺 伝 子 や 免 疫 微 小

環 境 の 解 析 を 進 め て い る 。  

 

ｄ . 胸 膜 悪 性 中 皮 種 に 対 す る ウ イ ル ス 治 療 の 臨 床 試 験  

手 術 不 能 の 悪 性 胸 膜 中 皮 腫 症 例 の 治 療 と し て Herpes simplexを ベ ク タ ー と す

る 抗 腫 瘍 物 質 を 胸 腔 内 に 投 与 す る 治 療 （ 第 I相 の 医 師 主 導 臨 床 試 験 ） が 厚 生 労

働 省 に 認 可 さ れ 、 東 大 医 科 学 研 究 所 と と も に 行 っ て い る 。 6例 の 予 定 治 療 を 完

遂 し 、 第 Ⅱ 相 試 験 の 計 画 を 開 始 し た 。  

 

 ウ  消 化 器 が ん の 予 防 に 関 す る 研 究 を ４ 月 か ら ３ 月 に 実 施 し た 。  

   ａ ． Helicobacter pylori 除 菌 に よ る 胃 が ん の 予 防 （ 継 続 ）  

こ れ ま で の 研 究 に よ り Helicobacter pylori 除 菌 後 菌 陰 性 化 は 順 調 に 図 ら れ て

い る 。 こ れ ま で に 除 菌 後 菌 陰 性 化 後 の 発 癌 は 認 め ら れ て い な い が 、 引 き 続 き 長

期 に よ る 観 察 が 必 要 で あ る 。  

 ｂ ． メ ト ホ ル ミ ン に よ る 膵 が ん の 予 防 （ 継 続 ）  

予 防 の 効 果 を 検 討 す る に は 長 期 の 研 究 と な る た め 、 現 在 糖 尿 病 患 者 に お け る メ

ト ホ ル ミ ン 常 用 の 有 無 と 膵 癌 発 生 率 と の 後 ろ 向 き 比 較 検 討 試 験 を あ わ せ て 計

画 中 で あ る 。  

     ｃ ． イ ン ド メ タ シ ン に よ る 大 腸 ポ リ ー プ の 予 防 （ 継 続 ）  

予 防 の 効 果 を 検 討 す る に は 長 期 の 研 究 と な る た め 、 現 在 大 腸 癌 患 者 に お け る イ

ン ド メ タ シ ン 常 用 の 有 無 と 大 腸 癌 発 生 率 と の 後 ろ 向 き 比 較 検 討 試 験 を あ わ せ て

計 画 中 で あ る 。  

     ｄ ． ウ ル ソ デ オ キ シ コ ー ル 酸 の 胆 道 癌 発 生 の 抑 制 に 関 す る 研 究 （ 継 続 ）   

こ れ ま で に ウ ル ソ デ オ キ シ コ ー ル 酸 内 服 中 の 胆 道 発 癌 は 認 め ら れ て い な い が 、

引 き 続 き 長 期 に よ る 観 察 が 必 要 で あ る 。  

   ｅ ． 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 抗 炎 症 作 用 薬 に よ る 発 癌 リ ス ク 抑 制 に 関 す る 研 究 (継 続 ) 

こ れ ま で に NSAID内 服 中 の 大 腸 発 癌 の 明 ら か な 効 果 は 認 め ら れ て い な い が 、 引

き 続 き 長 期 に よ る 観 察 が 必 要 で あ る 。  

 

 

(2) が ん の 病 態 等 に 関 す る 研 究  

 

ア  肺 が ん の 生 物 学 的 悪 性 度 評 価 に 関 す る 研 究   

ａ ．  次 世 代 シ ー ク エ ン サ を 用 い た ゲ ノ ム 解 析 （ 継 続 ）  

次 世 代 シ ー ク エ ン サ を 用 い た 遺 伝 子 解 析 を 用 い た 解 析 が 有 効 で あ る こ と を 示

し て き た 。 分 子 病 理 学 講 座 、 人 体 病 理 学 講 座 と の 共 同 研 究 で 、 当 科 で 手 術 を

行 っ た 肺 癌 患 者 6例 の FFPE検 体 を 用 い て 、 全 エ ク ソ ー ム 解 析 行 い 、 変 異 ス ペ ク

ト ラ ム の 解 析 を 行 い 、 安 定 し た 解 析 フ ロ ー で あ る こ と を こ れ ま で に 確 認 し て
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い た 。 同 サ ン プ ル か ら の 血 漿 検 体 を 用 い て 循 環 癌 細 胞 由 来 DNAを 抽 出 し て 変 異

ス ペ ク ト ラ ム 解 析 を 行 い 、 FFPE検 体 と 同 様 の 変 異 ス ペ ク ト ラ ム を 示 す こ と を

報 告 し た 。 本 解 析 パ イ プ ラ イ ン を 用 い て 、 今 後 解 析 対 象 症 例 を 増 や し て い く

こ と を 予 定 し て い る 。  

 

ｂ ． AI画 像 診 断 に よ る 肺 が ん の 悪 性 度 評 価 の 研 究 （ 継 続 ）  

シ ナ プ ス ビ ン セ ン ト シ ス テ ム に 肺 癌 の CT画 像 を 学 習 さ せ 、 そ の 充 実 部 所 見 と

す り ガ ラ ス 所 見 を AIに よ り 自 動 解 析 し 、 悪 性 度 評 価 を 行 な っ て い る 。 当 院 に

お い て 肺 切 除 施 行 さ れ た 症 例 の 画 像 、 病 理 検 査 結 果 、 臨 床 情 報 を 参 照 し ラ ベ

リ ン グ 、 デ ー タ ベ ー ス を 作 成 し 目 的 に 沿 っ た 深 層 学 習 ア ル ゴ リ ズ ム の モ デ リ

ン グ を 行 い 、 AIを 用 い た 肺 癌 診 断 、 術 後 再 発 予 測 、 遺 伝 子 変 異 予 想 な ど の 確

立 を 目 的 に 研 究 を 行 な っ て い る 。  

 

ｃ . メ タ ボ ロ ー ム 解 析 の 肺 が ん ス ク リ ー ニ ン グ へ の 応 用 （ 継 続 ）  

代 謝 物 を 網 羅 的 に 測 定 で き る メ タ ボ ロ ー ム 解 析 を 利 用 し て 、 血 液 検 体 や 唾 液

検 体 で 肺 癌 を ス ク リ ー ニ ン グ し 得 る 物 質 の 同 定 を 進 め て い る 。 肺 癌 切 除 検 体

を 用 い て 代 謝 パ ス ウ ェ イ の 変 動 を 解 析 し 、 予 後 予 測 性 の 高 い 物 質 が 探 索 で き

た 。 ま た 、 手 術 時 に 胸 腔 内 洗 浄 生 理 食 塩 水 を 用 い て 、 メ タ ボ ロ ー ム 解 析 を 行

っ た 。 今 後 臨 床 的 な 有 効 性 を 検 証 し て い く 。  

 

ｄ . 血 清 由 来 エ ク ソ ソ ー ム を 用 い た 脈 管 浸 潤 陽 性 肺 が ん の 特 性 研 究 （ 継 続 ）  

 早 期 肺 癌 切 除 例 を 病 理 学 的 脈 管 浸 潤 と 術 後 再 発 の 有 無 に よ っ て 分 類 し 、 血 清

よ り エ ク ソ ソ ー ム を 抽 出 し た 。 解 析 群 の サ ン プ ル を 用 い て RNA-seqを 行 い 、 脈

管 浸 潤 と 術 後 再 発 に 関 連 の あ る エ ク ソ ソ ー ム 由 来 micro RNAを 同 定 し た 。 検 証

群 に よ る 遺 伝 子 発 現 解 析 で 候 補 マ ー カ ー を 絞 り 込 み 、 Pathway解 析 、 GO解 析 を

行 っ た 。 今 後 は 臨 床 病 理 学 的 因 子 と の 関 連 性 に つ い て 検 討 し 、 実 臨 床 へ の 応

用 を 図 る 。  

 

ｅ ． 肺 扁 平 上 皮 癌 細 胞 核 の 病 理 AI解 析 に よ る 早 期 再 発 予 測 に 関 す る 研 究 （ 継 続 ）  

 肺 扁 平 上 皮 癌 切 除 例 の HEス ラ イ ド を 用 い て 、 AIに よ る 細 胞 核 形 態 解 析 を 行 っ

た 。 症 例 を 解 析 群 、 検 証 群 に 分 け 、 ま ず 解 析 群 で 早 期 再 発 (<術 後 2年 以 内 )に

関 す る 精 度 に つ い て 解 析 し た 。 56例 で 合 計 856個 の ROI(総 細 胞 核 個 数 2605-331

32個 )を 抽 出 し 、 無 再 発 群 /早 期 再 発 群 の 分 離 精 度 は ROI/症 例 単 位 で 100%で あ

っ た 。 検 証 群 19例 で 合 計 284個 の ROI(総 細 胞 核 個 数 5709-19903個 )を 抽 出 し 、

そ の 分 離 精 度 は ROI単 位 で 84.5%、 症 例 単 位 で 94.7%で あ っ た 。 ま た 92項 目 の 核

特 徴 量 の う ち 、 細 胞 核 面 積 、 エ ン ト ロ ピ ー な ど 無 再 発 群 /早 期 再 発 群 予 測 に 関

係 す る 有 意 な 特 徴 量 を 抽 出 し 得 た 。  

 

ｆ ． 肺 小 細 胞 癌 の 新 規 治 療 標 的 と し て の 神 経 変 性 疾 患 関 連 バ イ オ マ ー カ ー 解 析  

肺 小 細 胞 癌 切 除 標 本 を 集 積 し 、 小 細 胞 癌 の マ ス タ ー 転 写 因 子 (ASCL1/NEUROD/P

OU2F3/YAP1)発 現 の 優 位 性 に よ っ て 分 類 し た 。 各 優 位 型 を 少 な く と も 3例 含 む

よ う に サ ン プ ル を 調 整 し 、 正 常 肺 サ ン プ ル を コ ン ト ロ ー ル と し て 次 世 代 シ ー

ケ ン サ ー 解 析 を 開 始 し た 。  

 

ｇ ． 超 高 分 解 能 質 量 顕 微 鏡 を 用 い た 肺 癌 の 悪 性 度 に 関 す る 研 究  

２ 種 類 の が ん 培 養 細 胞 株 (A549, PC9)を 超 高 分 解 能 質 量 顕 微 鏡 で 個 々 の 細 胞 を

観 察 ・ 成 分 イ メ ー ジ ン グ を 行 っ た 。 本 装 置 を 用 い れ ば 個 々 の 細 胞 レ ベ ル で の

元 素 分 布 、 濃 度 の 可 視 化 が 可 能 と な り 、 ２ つ の 細 胞 株 の 間 で 成 分 の 違 い が あ

る こ と が 分 か っ た 。 更 に 、 細 胞 ご と の K/Na濃 度 比 に つ い て 悪 性 度 の 高 い PC9で

は A549よ り も 比 が 有 意 に 高 い こ と を 初 め て 示 し た 。  

 

イ  間 質 性 肺 炎 合 併 肺 癌 の 特 性 と 急 性 増 悪 の リ ス ク 評 価  

ａ ． PET-CTを 用 い た 術 後 急 性 増 悪 の 術 前 予 測 法 の 開 発 （ 継 続 ）  

間 質 性 肺 炎 患 に 合 併 し た 肺 癌 に 対 し 手 術 を 行 う 場 合 、 術 後 の 間 質 性 肺 炎 の 急

性 増 悪 が 深 刻 な 合 併 症 で あ る 。 術 前 の 肺 CTで 正 常 部 位 の SUVmax値 が 上 昇 し て

い る 症 例 は 術 後 急 性 増 悪 の 高 危 険 群 で あ る こ と を 発 見 し た 。 NCDの リ ス ク ス コ

ア と 併 用 し て 発 生 危 険 率 の 算 出 を 試 み て い る 。  
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ｂ ． 間 質 性 肺 炎 合 併 肺 が ん 症 例 に 対 す る 内 視 鏡 的 レ ー ザ ー 治 療 の 臨 床 試 験  

（ 継 続 ）  

間 質 性 肺 炎 合 併 し 、 手 術 及 び 放 射 線 治 療 が 不 適 応 の 末 梢 型 小 型 肺 が ん に 対 す る

光 感 受 性 物 質 （ ME2906） 及 び PDT半 導 体 レ ー ザ ー (PNL6405PLC)を 用 い た 光 線 力

学 的 療 法 (photodynamic therapy;PDT)の 有 効 性 及 び 安 全 性 を 、 無 治 療 群 と 比 較

す る 第 Ⅲ 相 臨 床 試 験 中 で あ る 。  

 

ｃ ． 間 質 性 肺 炎 合 併 肺 癌 の 術 後 急 性 増 悪 予 防 に 関 す る 研 究  

間 質 性 肺 炎 を 合 併 す る 肺 癌 で は 、 手 術 後 に 急 性 増 悪 を き た し 、 死 に 至 る こ と

が 多 く 予 後 不 良 と さ れ て い る 。 通 常 80％ 以 上 と さ れ る IA期 で 5年 生 存 率 は 、 59

%と 報 告 さ れ て い る 。 術 後 急 性 増 悪 を 予 防 し て 5年 生 存 率 を 改 善 す る 目 的 で 研

究 が 行 わ れ て い る 。 特 発 性 肺 線 維 症 を 適 応 症 と す る 世 界 初 の 抗 線 維 化 薬 で あ

る ピ ル フ ェ ニ ド ン の 術 前 投 与 の 有 効 性 を 検 討 す る 臨 床 試 験 が 進 行 中 で あ る 。  

 

 ウ  消 化 器 が ん （ 食 道 が ん 、 胃 が ん 、 大 腸 が ん 、 肝 臓 が ん 、 膵 臓 が ん 、 胆 道 が ん ） に

関 す る 研 究   

   ａ . 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 発 癌 関 連 遺 伝 子 に 関 す る 検 討 （ 継 続 ）  

経 鼻 内 視 鏡 は 鎮 静 も 不 要 で あ り 、 あ る 一 定 の ニ ー ズ が あ る 。 当 科 で は 以 前 よ

り 日 常 診 療 に 多 く の 経 鼻 内 視 鏡 に よ る 胃 癌 ス ク リ ー ニ ン グ の 有 用 性 を 検 討 し

て お り 、 引 き 続 き 症 例 リ ク ル ー ト を 行 な っ て い る 。  

 

ｂ . 膵 が ん に 対 す る Share wave elastgraphyを 用 い た 繊 維 化 の 研 究 （ 継 続 ）  

Share wave elastgraphyを 用 い た 繊 維 化 の 研 究 を 行 い 、 現 在 論 文 発 表 し た (J

  Hepatobiliary Pancreat Sci. 2023 Mar;30(3):351-359.)。 現 在 、 超 音 波

 内 視 鏡 に よ る Share wave elastgraphyの 研 究 を お こ な っ て い る 。  

 

     ｃ . メ タ ボ ロ ー ム 解 析 に よ る 胃 が ん 診 断 に 関 す る 研 究 （ 継 続 ）  

本 研 究 は す で に 論 文 出 版 さ れ た （ Digestion. 2023;104(2):97-108. ） 現 在 サ

 ブ 解 析 を お こ な っ て い る 。  

 

ｄ . 肝 細 胞 が ん に 対 す る ナ ノ ナ イ フ 治 療 の 有 用 性 の 検 討 （ 継 続 ）  

高 度 先 進 医 療 と し て 行 っ て お り 、 予 定 10症 例 を 終 了 し 重 篤 な 有 害 事 象 も な く 良

好 な 結 果 が 得 ら れ た 。 現 在 、 更 な る 症 例 追 加 予 定 で 進 め て い る 。  

 

ｅ . 消 化 器 が ん に 伴 う 十 二 指 腸 狭 窄 に 対 す る 超 音 波 内 視 鏡 ガ イ ド 下 胃 空 腸 吻 合 術 の

長 期 予 後 に 関 す る 研 究 （ 継 続 ）  

こ れ ま で 行 っ た 43例 の 長 期 観 察 中 で あ る 。  

 

ｆ . 慢 性 膵 炎 発 癌 リ ス ク の 疫 学 的 研 究 （ 継 続 ）  

慢 性 膵 炎 症 例 も 多 く は な く 、 引 き 続 き 症 例 リ ク ル ー ト を 行 な っ て い る 。  

 

 

 

２ ． が ん の 研 究 者 に 対 す る 研 究 助 成 事 業 （ 定 款 第 4条 7号 ）  

    

（１） がん研究者に対する研究助成金の交付（令和４年１０月） 

 
 令和４年度がん研究助成金授与候補者募集に対し、１５名より申請を受け、提出された申請書を研究 

 
助成金審査委員会（委員会開催日:令和 4年 10月 13日（木）参加委員数:5 名(内、外部委員 2 名)） 

 
において慎重に審査した結果、下記の研究者３名に対して研究助成金を交付した。 

 
氏 名 所 属 研    究    題    目 （交  付  金  額） 

①  一宮  匡 東 京 医 大 炎症性腸疾患における血液中エクソソーム解析による腸炎関連大腸癌の診 

   
消化器内科学 断法の開発（1,000,000） 

②  平澤 陽介 東 京 医 大 ナノワイヤテクノロジーを用いた尿中 miRNAによる膀胱癌早期診断法の 

   
泌尿器科学 確立（1,000,000） 
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③  秋本 佳香 東 京 医 大 大腸がん早期発見のための世界共通の非侵襲的バイオマーカー開発と予防 

   
消化器内視鏡学 戦略（2,000,000） 

 

 

 

３ ． が ん 検 診 事 業 及 び 健 康 診 断 事 業 等 （ 定 款 第 4条 1号 ・ 2号 ・ 9号 ）  

 

(1) が ん 検 診  

肺 が ん 検 診 、 消 化 器 が ん 検 診 を 中 心 に 、 本 事 業 団 所 在 地 等 に て ４ 月 か ら ３ 月 に 胃

部 検 診 車 １ 台 、 胸 部 検 診 車 １ 台 に て 実 施 し た 。  

自 治 体 契 約 集 団 検 診 等  １ １ ， ３ ３ ７ 名 （ 健 康 診 断 含 む ） （ 内 、 上 高 地 診 療 所 で

の 肺 が ん 検 診 受 診 者 数 は ２ ２ ９ 名 ）  

膵 臓 が ん 、 肝 臓 が ん の 早 期 発 見 法 の 確 立 を 目 指 し た 研 究 に つ い て は 、 腹 部 エ コ ー

や 超 音 波 内 視 鏡 検 査 に よ り 肝 細 胞 が ん ２ ２ 例 、 肝 外 胆 管 が ん ２ 例 、 膵 が ん ４ 例 と 前

癌 病 変 と さ れ る 膵 管 内 乳 頭 粘 液 性 腫 瘍 ２ ０ 例 の 拾 い 上 げ が 可 能 で あ っ た 。 引 き 続 き

早 期 発 見 を 目 指 し 継 続 し て 行 く 。  

 

 

 (2) 検 診 デ ー タ バ ン ク の 構 築  

検 診 デ ー タ バ ン ク の 構 築 に 関 し 、 令 和 ４ 年 度 は 胸 部 レ ン ト ゲ ン １ ０ ， ０ ２ １ 件 、

胃 部 レ ン ト ゲ ン １ ， ４ ９ ０ 件 の 合 計 １ １ ， ５ １ １ 件 を 取 込 み 、 内 、 １ ０ ， ０ ２ １ 件

を 専 門 医 が オ ン ラ イ ン 上 で 読 影 を 実 施 し た 。 各 種 検 診 デ ー タ 及 び 画 像 資 料 等 の 蓄 積 、

整 理 並 び に 保 管 方 法 等 に つ い て の 検 討 を ４ 月 か ら ３ 月 に 実 施 し た 。 併 せ て 、 令 和 ４

年 度 に お い て は 、 平 成 ２ ４ 年 度 に 導 入 し た 画 像 管 理 シ ス テ ム の 更 新 を 実 施 し た 。  

 

 

 (3) 健 康 診 断  

    収 益 事 業 と し て 、 が ん 検 診 受 診 者 等 （ 小 中 高 大 学 の 教 職 員 健 診 を 含 む ） の 希 望 に

応 じ て 健 康 診 断 を ４ 月 か ら ３ 月 に 実 施 し た 。  

 

 

 

４ ． 医 師 等 に 対 す る 教 育 ・ 研 修 事 業 （ 定 款 第 4条 4号 ）  

 

(1) 一 般 教 育 ・ 研 修  

 

 ア  肺 が ん に 関 し て 以 下 の 研 修 会 等 を 東 京 都 内 の 開 業 医 、 専 門 医 に 対 し て 、 東 京  

医 科 大 学 と 共 催 し て 実 施 し た 。  

a.  学 術 講 演 会  

開 催 名 ： 第 39回 日 本 呼 吸 器 外 科 学 会 学 術 集 会 （ 主 催 ）  

開 催 日 ： 令 和 4年 5月 20日 （ 金 ） ・ 21日 （ 土 ）  

 

開 催 名 ： 第 865回 外 科 集 談 会 （ 日 本 臨 床 外 科 学 会 東 京 支 部 会 ） （ 主 催 ）  

開 催 日 ： 令 和 4年 9月 17日 （ 土 ）  

 

b.  が ん 診 療 連 携 に 関 す る 講 演 会 (新 宿 区 の が ん 診 療 拠 点 病 院 と 共 催 ) 

（ Web開 催 ）  

開 催 名 ：  第 27回 Shinjuku Lung Cancer Summit Meeting  

   開 催 日 ：  令 和 4年 7月 13日 （ 水 ）  

   演  者 ：  名 古 屋 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科 微 生 物 ・ 免 疫 学 講 座 分 子 細 胞 免

疫 学  西 川  博 嘉  先 生  

       演  題 ：  「 免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 剤 に お け る 基 礎 研 究 」  

 

       演  者 ： 近 畿 大 学 病 院  Kindai Hospital Global Research Alliance Ce

nter 光 冨  徹 哉  先 生  

       演  題 ： 「 非 小 細 胞 肺 が ん の 周 術 期 治 療 に お け る 最 新 の 話 」  
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 イ  消 化 器 が ん に 関 し て 以 下 の 研 修 会 等 を 東 京 都 内 の 開 業 医 、 専 門 医 に 対 し て 、 東

京 医 科 大 学 と 共 催 し て 実 施 し た 。  

ａ . 消 化 器 が ん の 最 新 情 報 に 関 す る 講 演 会  

ｂ . が ん 診 療 連 携 に 関 す る 講 演 会  

       ｃ . 東 京 医 科 大 学 大 学 院 生 に 対 す る 消 化 器 が ん の 最 新 研 究 に 対 す る 講 演 会  

 

開 催 名 ： 大 学 院 特 別 講 義  

   開 催 日 ： 令 和 4年 5月 17日 （ 火 ）  

   演  者 ： 半 蔵 門 胃 腸 ク リ ニ ッ ク  院 長  掛 谷  和 俊  先 生  

   演  題 ： 「 人 生 を 変 え た 、 恩 師 か ら の 一 言 」  

 

開 催 名 ： 大 学 院 特 別 講 義  

   開 催 日 ： 令 和 4年 5月 31日 （ 火 ）  

   演  者 ： 高 知 大 学 医 学 部  消 化 器 内 科  教 授  内 田  一 茂  先 生  

   演  題 ： 「 1型 自 己 免 疫 性 膵 炎 か ら み た IgG4関 連 疾 患 の 現 状 」  

 

開 催 名 ： 大 学 院 特 別 講 義  

   開 催 日 ： 令 和 4年 8月 2日 （ 火 ）  

   演  者 ： 岡 山 大 学 病 院  新 医 療 研 究 開 発 セ ン タ ー  内 田  大 輔  先 生  

   演  題 ： 「 医 療 機 器 開 発 の イ ロ ハ 」  

 

開 催 名 ： 大 学 院 特 別 講 義  

   開 催 日 ： 令 和 4年 8月 23日 （ 火 ）  

   演  者 ： 神 奈 川 県 立 が ん セ ン タ ー  肝 胆 膵  部 長  上 野  誠  先 生  

   演  題 ： 「 胆 膵 が ん 化 学 療 法 の 現 状 と 課 題 」  

 

開 催 名 ： 大 学 院 特 別 講 義  

   開 催 日 ： 令 和 4年 11月 22日 （ 火 ）  

   演  者 ： 手 稲 渓 仁 会 病 院  消 化 器 内 科 セ ン タ ー 長  潟 沼  朗 生  先 生  

   演  題 ： 「 胆 膵 疾 患 診 療 UP TO DATE」  

 

開 催 名 ： 大 学 院 特 別 講 義  

   開 催 日 ： 令 和 4年 12月 13日 （ 火 ）  

   演  者 ： 東 京 大 学 医 学 部 附 属 病 院  光 学 医 療 診 療 部  

 准 教 授  中 井  陽 介  先 生  

   演  題 ： 「 膵 臓 癌 の サ ー ベ イ ラ ン ス は 可 能 か ？ 」  

 

演  者 ： 自 治 医 科 大 学 内 科 学 講 座 消 化 器 内 科 学 部 門  

 主 任 教 授  山 本  博 徳  先 生  

   演  題 ： 「 ダ ブ ル バ ル ー ン 内 視 鏡 お よ び ESDの 開 発 か ら 学 ん だ こ と 」  

 

 

(2) が ん の 専 門 医 養 成 の た め の 教 育 ・ 研 修   

 

 ア  包 括 的 な 知 識 及 び 広 い 知 識 を 有 す る 肺 が ん の 専 門 医 を 養 成 す る た め 、 東 京 医

大 の 研 修 医 、 大 学 院 生 、 お よ び 東 京 都 内 の が ん 専 門 医 、 開 業 医 を 対 象 と し て 、

肺 が ん 教 育 事 業 を 実 施 し た 。  

 ａ ． 外 部 の 施 設 よ り 研 究 者 を 招 聘 し て の 講 義 を 実 施  

開 催 名 ： Road to Top Surgeon  Invited Lecture   

       開 催 日 ： 令 和 4年 11月 10日 （ 木 ）  

       演  者 ： 藤 田 医 科 大 学  医 療 の 質 ・ 安 全 管 理 部  医 療 の 質 管 理 室  

           教 授  安 田 あ ゆ 子  先 生   

       演  題 ： 「 外科医が知っておくべき質管理」 
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５ ． が ん に 関 す る 正 し い 知 識 を 普 及 す る た め の 講 演 会 等 実 施 事 業 （ 定 款 第 4条 5号 ）  

     

(1) が ん の 予 防 等 に 関 す る 講 演 会 （ 公 開 講 座 ） の 開 催  

一 般 市 民 を 対 象 に し た 、 が ん の 予 防 等 に 関 す る 講 演 会 （ 市 民 公 開 講 座 ） の 開 催  

に つ い て は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に よ る 感 染 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 動 画 配 信 に て 次  

の 市 民 公 開 講 座 を 実 施 し た 。  

    動 画 配 信 月 ： 令 和 4年 6月  

    講    師 ： 東 京 医 科 大 学 病 院  呼 吸 器 ・ 甲 状 腺 外 科  

          准 教 授  垣 花  昌 俊  

    講 演 テ ー マ ： 肺 が ん 治 療 と 向 き 合 う  

 

 

 

６ ． 会  議  

 

 1.理 事 会  

 

(1) 令 和 ４ 年 ６ 月 １ 日 （ 水 ） 次 の 議 案 を 審 議 、 承 認 し た 。 （ 書 面 決 議 ）  

  第 １ 号 議 案  令 和 ３ 年 度 事 業 報 告 の 承 認 の 件  

  第 ２ 号 議 案  令 和 ３ 年 度 決 算 書 類 等 の 承 認 の 件  

  第 ３ 号 議 案  令 和 ４ 年 度 定 時 評 議 員 会 の 招 集 に つ い て  

  

 

(2) 令 和 ４ 年 １ ０ 月 ２ １ 日 （ 金 ） 次 の 議 案 を 審 議 、 承 認 し た 。  

  第 １ 号 議 案  令 和 ４ 年 度 が ん 研 究 助 成 金 の 授 与 者 お よ び 授 与 額 の 承 認 の 件  

  第 ２ 号 議 案  管 理 運 営 資 金 の 取 り 崩 し お よ び 組 み 入 れ の 承 認 の 件  

 

 

(3) 令 和 ５ 年 ３ 月 ２ ０ 日 （ 月 ） 次 の 議 案 を 審 議 、 承 認 し た 。 （ 書 面 決 議 ）  

  第 １ 号 議 案  令 和 ５ 年 度 事 業 計 画 書 の 承 認 の 件  

  第 ２ 号 議 案  令 和 ５ 年 度 収 支 予 算 書 等 の 承 認 の 件  

  第 ３ 号 議 案  令 和 ４ 年 度 第 ２ 回 評 議 員 会 の 決 議 の 省 略 の 件  

 

 

2.評 議 員 会  

 

(1)  令 和 ４ 年 ６ 月 ２ ２ 日 （ 水 ） 次 の 議 案 を 審 議 、 承 認 し た 。 （ 書 面 決 議 ）  

  第 １ 号 議 案  令 和 ３ 年 度 決 算 書 類 等 の 承 認 の 件  

 

 

(2) 令 和 ５ 年 ３ 月 ２ ８ 日 （ 火 ） 次 の 議 案 を 審 議 、 承 認 し た 。 （ 書 面 決 議 ）  

  第 １ 号 議 案  令 和 ５ 年 度 事 業 計 画 書 の 承 認 の 件  

  第 ２ 号 議 案  令 和 ５ 年 度 収 支 予 算 書 等 の 承 認 の 件  

 

 

3.委 員 会  

 

 (1) 研 究 助 成 金 審 査 委 員 会  

  ・ 令 和 ４ 年 １ ０ 月 １ ３ 日 （ 木 ）  

   議 題  令 和 ４ 年 度 が ん 研 究 助 成 金 申 請 書 の 審 査 及 び 決 定 に つ い て  

 

以 上  


